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　岡山県鏡野町にある景勝地で、吉井川の上流、奥津
川が花崗岩の峡谷を浸食してできた渓谷。国の名勝に
指定されている。川床の岩盤にできた臼淵の甌穴群は
全国的にも貴重。遊歩道も整備されており、のんびり
散策しながら景観を楽しめる。秋にはモミジ・ブナ・
カエデの目のさめるような紅葉を見ることができ、シー
ズンには 10万人の人出で賑わう。
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　2014 全日本印刷文化典京都大会（全日本印刷工業組
合連合会、近畿地区印刷協議会、京都印刷工業組合主催）
が 10 月 24 日（金）、25 日（土）にウエスティン都ホ
テル京都で開催された。
　初日は、午後１時 30 分より記念式典が開催され、最
初に主催者の京都印刷工業組合　瀧本正明理事長の歓
迎の挨拶、全印工連　島村博之会長の挨拶の後、ご来
賓の京都府知事、京都市長の祝辞があり、記念式典で
は「印刷産業発達功労者」「印刷関連産業功労者」「組
合功労者」「優良従業員表彰」が行われ、それぞれ島村
会長から表彰状と記念品が授与された。
　各表彰式の後、「印刷文化典宣言」を京都青年印刷人
月曜会の福野慎吾会長が行い、記念式典は終了した。
　式典の後、全印工連島村会長から全印工連メッセー
ジがあり、記念講演は「先義後利・梅岩に学ぶ京都商道」

をテーマに、玉置半兵衛氏が石田梅岩の石門心学の実
践を講演した。
　大会中会場では「販促アイデアグランプリ 2014」が
開催され、各社独自のアイデア・ツール等を展示し、
コラボレーションが図られていた。この会場には、岡
山県工組から中国シール印刷㈱が参加した。
　25 日は、全印工連フォーラムが開催され、基調講演
が㈱ヤマオコーポレーション代表取締役の鬼澤慎人氏
が「未来を創る CSR ～人を育て、組織を動かすリーダー
シップ～」をテーマに講演があった。第２部としては
CSR に取り組んでいる４社のパネルディスカッション
が行われ、２日間の京都大会が終了した。
　岡山県工組からは、大塚理事長、西尾副理事長、廣
野副理事長、三村副理事長、味野副理事長、池上青年
部会長、栗平事務局長が参加した。

2014
全日本印刷文化典京都大会開催
～京から始まる印刷業界の新たなストーリー～

■ 平成26年10月24日（金）～25日（土）　■ ウエスティン都ホテル京都

瀧本正明氏の開会挨拶 岡山県工組の参加者
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労働環境向上事業報告｜９月～ 10 月

「労働環境検討委員会」の開催

開催日：９月９日（火）、10 月９日（木）
場　所：レストラン西川
＊各検討委員会は、前月の事業内容、当月の事業計画の確認を行う。

1

「印刷探検隊」～ようこそ、印刷の世界へ！～ DVD の製作・配布

９月「印刷の月」に山陽新聞へ広告

労務管理セミナーの開催

６月から、岡山県立大学デザイン学部の学生さんに応援をいただき、印刷業界の PR をする
ために DVD を作製していましたが、９月に全組合員の方へ配布。従業員教育や採用時の研
修に利用、また、県内の大学・専門学校・高校へ配布した。

印刷の月を記念して、一般の方々へ「印刷」について PR するために９月３日
の山陽新聞の朝刊へ全組合員企業名と共に掲載した。

日　時：９月 25 日（木）14：00 ～ 16：00
会　場：アークホテル岡山
内　容：「今後行われる労働関連法改正の内容」
　　　　「人材育成のポイント」
講　師：社会保険労務士　穐田　恒雄 氏
参加者：16 社　21 名

2

3

4

今後の計画

・「印刷道」セミナー 開催日：11 月 11 日（火）　　場　所：アークホテル岡山
・「労務管理セミナー」 開催日：11 月 17 日（月）　　場　所：津山国際ホテル
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調査結果の特徴　～その２～

①　�職場の作業環境と満足度と改善を希望する項目に
ついて

　Q13 で「職場の作業環境についてどう思いますか。」
との質問に対して「まあまあ良い」が 41.9％、「良い」
が 8.6％で合計 50.5％でした。反面、「あまり良くな
い」が 30.6％、「改善を強く希望する」が 14.4％で合
計 45.0％でした。
　なお、改善を希望する作業環境については多い順に、

「高温」が 103 人、「低温」が 71 人、「狭い」が 59 人、
「臭気」が 27 人、「粉塵」が 23 人でした。

②　�会社の福利厚生で充実してほしいもののトップは、
退職金制度でした。

　Q20 で「福利厚生制度で特に充実してほしいものは
何ですか。３つ以内でお答え下さい。」との質問に対し
て多い順に「退職金制度」が 391 人、「持ち家援助制度」
が 162 人、「各種親睦行事の開催」が 146 人、「育児及
び介護休業制度」が 119 人でした。

③　�印刷業のイメージアップについては、インターネッ
トやテレビが有効との回答でした。

　Ｑ 26 で「印刷業がイメージアップするためにはどの

ような方法を用いるのが良いと思いますか」との質問に
対して「インターネットなどの電子媒体」が 45.3％、「テ
レビ・ラジオなどの電子媒体」が 23.4％、「新聞・雑
誌」が 14.5％でした。具体的には、「印刷＝紙ではなく、
印刷＝色として、水・空気以外世の中全てをきれいに
デザインする、というイメージ戦略を」との貴重な意
見もありました。

　その他にも大変貴重なご意見を多数いただいており
ます。アンケート調査の実施にあたり、ご協力いただ
きました関係組合員及び従業員の皆様に厚くお礼申し
上げます。また、今回の従業員アンケート調査結果が、
今後の組合員各社の改善策の参考にしていただければ
幸いです。

社会保険労務士　穐田　恒雄

　岡山県印刷工業組合は、平成 25 年 12 月 27 日より中小企業労働環境向上事業に取り組んできました。その一環と
して、従業員を対象にした意識調査アンケートを実施しました。前回に引き続き調査結果の特徴について、ご報告し
ます。

〈中小企業労働環境向上事業〉

「従業員意識調査」
アンケート分析結果からの報告
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　印刷業界は、印刷媒体の減少傾向の中で同業者間の
価格競争が激しく、特に、県や市町村が発注する印刷
物の価格は、毎年低下傾向にあり歯止めがきかない状
況です。
　今年度、官公需対策委員会（三村康彦委員長）とし
て全国の官公需問題の取り組みや改善を参考にしなが
ら、何としても「価格破壊」の状況に歯止めをかける
活動を起こすことにしています。
　第１回の官公需対策委員会は、鳥取県工組の前委員
長　松下栄三郎氏をお招きして、鳥取県工組の取り組
み内容についてお話を頂きました。鳥取県は平成 25 年
８月から「県発注物の一括下請けの禁止及び予定価格
の適正化・低価格入札防止のため、①印刷時に県当局
が「立会することができる」規程を「発注仕様書」に
盛り込み、②予定価格の適正化と無茶なダンピング価
格を排除するため、全ての発注印刷物について「積算
内訳書」の添付が必要となりました。
　また、松下氏は全印工連の官公需対策協議会の議長

を努められており、全国の取り組み内容についても説
明を頂き、併せて、岡山県工組の委員との情報交換を
行いました。

〈官公需対策委員会のメンバー〉
・委 員 長　三村康彦
・副委員長　片岡孝文
・委　　員　廣野貴大、三村邦彦、藤原　守
　　　　　　国友一郎、武内元則、田中敏彦

官公需対策委員会報告

「第１回官公需対策委員会」開催
●平成26年９月24日（水）14：00～16：00　●場所　アークホテル岡山

自由民主党岡山県議団へ印刷物発注に関する「陳情書」を提出

11 月４日（火）

　官公需対策委員会は、自由民主党岡山県議団へ岡山県庁が発注する印刷物に対しての改善「地場産業活性化
のため、地元印刷業者への優先発注をお願いします。」を陳情しました。併せて、大手広告代理店が総合プロデュー
スする印刷物についても、県内印刷会社への発注を義務づけることも陳情しました。
　11 月 14 日（金）に自民党岡山県議団への説明会が開催されます。
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Report

Report

　岡山県中小企業団体中央会主催
合同企業見学会～バスツアー～開催

　９月３日（水）に中央会主催の合同企業見学会が開催された。訪問企業は、協同精版印刷㈱邑久工場、コー
ホク印刷㈱長船工場、日宝綜合製本㈱長船チャレンジランド、㈱中国シール印刷の４社。参加者はノートル
ダム清心女子大学、岡山商科大学、岡山大学、就実大学、岡山理科大学の学生 18 名が参加。各会社の工場
を見学し、担当者の説明を真剣に聞いていました。参加者の感想は、印刷・製本のすばらしさを見学できて
大変良かったと言う評価でした。

　青年部会報告
第 26回全国青年印刷人協議会

中国ブロック協議会 島根大会開催
　平成 26 年９月 27 日（土）に松江市の「テクノアートしまね」で、中国ブロック協議会が開催された。岡
山県の青年部会から、池上鎌三郎、三村理秀、二階堂勝、橋本宗憲、勝部浩一の５名が参加しました。
　今回の島根大会は「グローカル（Glocal）」をテーマに開催されました。
　グローカルとは、グローバル（Globl）とローカル（Local）を掛け合わせた造語で、「グローバルに考え
ながらローカルに行動する」「地球規模の視野で考えながら、地球視点で行動する」と言う考え方です。
　全青協では、昨年度までの「ブランディング」に替わって、
今年度から「グローカル」をテーマに２年間活動します。全青
協が日本と海外を結ぶプラットフォームを準備し、我々印刷会
社が地域（地方）に密着しながら世界的視野で物事を進めてい
けるよう手助けをしてくれるというものになります。
　印刷業が地域活性プロモーターとして、地域社会を活性化し、
その中で印刷物が動いていくというような取組を提案いただい
た中国ブロック協議会でした。

大変良かったと言う評価でした。
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▶津山支部の紹介
　津山支部は、昭和 40 年１月に津
山印刷組合規約を発効しました。
　規約の第１条は、本組合は岡山
県印刷工業組合の組合員であって、
津山市並びに津山周辺に於いて印
刷業並びにその関連業を営む業者
を以て組織され、組合員相互の信
和融合と、生活並びに経営技術の
向上発展を図る。

　津山支部の組合員数は 10 組合員で、毎月 15 日の例
会（祭日・土・日は除く）は、午後６時 30 分から２時
間ほど行います。出席は 100％です。例会では、県工
組の報告や仕事面の情報交換ですが、終了後は少しお
酒が入り、皆さん楽しんでおられます。
　支部では、毎月、旅行積み立てを行い、年１回勉強
会をかねて１泊２日の旅行をおこなっています。また、
年間では、花見の会、納涼、忘年会、新年会などで親
睦を図っています。県北の地の印刷業界は大変に寒い
日が続いていますが、これからも皆んで頑張ってまい
ります。

岡山県印刷関連産業協議会
協議会ニュース

・第１回企画委員会開催
　期日：10 月３日（金）
　場所：レストラン西川
・第２回企画委員会開催
　期日：11 月５日（水）
　場所：レストラン西川
　検討内容　１）協議会の事業計画
　　　　　　２）新年互礼会計画
　　　　　　３）その他

 組 合 員 の 動 き
〈事務所の住所変更〉
会 社 名　㈱あどりえ、ぼう
代 表 者　代表取締役　小柴　誠一
新 住 所　岡山市北区厚生町 3-1-15
　　　　　岡山商工会議所５階
＊  10 月末に移転されました。尚、電話・FAX は従来

通りです。

〈代表者変更〉
会 社 名　㈱大西商店
住　　所　備前市西片上 62
新代表者　代表取締役社長　大西　真司
＊  10 月 31 日付けで国友一郎氏は取締役会長に就任さ

れました。

支部紹介シリーズ 1

支部長　廣野貴大
（㈱廣陽本社）

News

　平成 26年も残り少なくなってきました。時間が
経つのが早く感じる今日この頃です。
　今年は、厚生労働省の助成金事業「労働環境向上
事業」に取組み、いろいろな事業を行ってきました。
　組合員皆様のお役に立った内容でしたでしょうか。
　中でも、「従業員意識調査」について多くの従業
員の方にご協力をいただきました。調査結果につき
ましては、穐田社労士に分析をお願いしましたが、
労働環境の改善や人材育成についての要望が多くあ
りました。
　また、印刷業界の将来についての心配や不安など
の回答も多数ありました。
　全印工連の「印刷道」が今年発表され、岡山県工
組もそのセミナーを開催しました。これから先の印
刷会社の進むべき方向が示されています。今日・明
日のことだけでなく、５年先、10年先を考えねば
ならない時にきています。
　組合は、組合員の皆様に情報を提供してまいります。
　課題問題が多い昨今ですが、組合をどうぞご利用
下さい。� （Ｋ）

 編 集 後 記
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